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遺
言
者
に
よ
る
財
産
処
分
は
、
法
律
上
定
め
ら
れ
た
相
続
人
に
保
障
さ
れ
る
遺
留
分
の
限
度
で
制
限
さ
れ
る
が
、
こ
の
遺
留
分
制
度
の

意
義
が
比
較
法
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化
、
家
族
の
変
容
に
伴
う
相
続
意
識
の
変
化
と

い
っ
た
人
口
動
態
統
計
上
の
推
移
に
起
因
す
る
法
意
識
の
変
化
が
あ
る
。
確
か
に
、
両
親
の
死
亡
時
に
既
に
独
立
し
て
い
る
者
が
、
過
去

に
一
度
も
老
親
扶
養
に
携
わ
る
こ
と
も
な
く
、
遺
留
分
を
ー
し
か
も
遺
言
者
の
意
思
を
制
限
し
て
ま
で
ー
老
親
の
固
有
の
財
産
中
か
ら
確

こ
れ
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

保
で
き
る
現
行
相
続
法
制
度
は
、
具
体
的
妥
当
性
か
ら
み
て
不
当
な
結
論
を
導
く
と
い
う
構
図
は
理
解
し
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は

さ
ら
に
、
老
親
の
扶
養
に
寄
与
し
た
者
が
相
続
に
お
い
て
も
利
益
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
代
表
さ
れ
る
「
対
価
的
相
続
」

論
、
生
活
保
障
の
必
要
性
の
な
い
相
続
人
に
遺
留
分
を
認
め
る
こ
と
を
疑
間
視
す
る
こ
と
か
ら
論
じ
ら
れ
る
「
必
要
性
に
基
づ
く
相
続
」

制
度
論
の
主
張
に
つ
な
が
る
。
こ
の
「
対
価
的
相
続
」
論
お
よ
び
「
必
要
性
に
基
づ
く
相
続
」
制
度
論
に
通
底
す
る
の
は
、
相
続
法
に
お

け
る
権
利
を
佃
別
の
事
情
に
応
じ
て
相
対
的
に
捉
え
る
観
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
相
続
法
上
の
権
利
を
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
相
対

的
に
捉
え
る
考
え
方
に
対
し
て
は
、
現
行
民
法
制
度
に
基
づ
く
均
分
相
続
の
準
則
を
尊
重
し
、
相
続
に
お
け
る
家
族
構
成
員
間
の
平
等
を

重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
根
強
い
批
判
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
続
制
度
全
体
の
理
解
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
遺
留
分

制
度
の
基
本
原
理
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
重
要
な
点
は
、
具
体
的
妥
当
性
を
追
及
す
る
た
め
に
、
遣
留
分
請
求
権
の
画
一
性
を
放
棄
し
、

一
律
に
割
り
当
て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
対
価
的
相
続
」
お
よ
び
「
必

要
性
に
基
づ
く
相
続
」
に
適
合
的
で
あ
り
、
被
相
続
人
に
対
し
て
寄
与
の
あ
る
者
ま
た
は
生
活
保
障
の
た
め
に
必
要
な
者
に
対
す
る

求
権
者
の
範
囲
）
、
対
価
、
あ
る
い
は
生
活
保
障
の
必
要
性
に
対
応
し
た
（
請
求
権
の
態
様
お
よ
び
請
求
額
）
遺
留
分
の
像
を
描
く
と
い

は

じ

め

に

三
八

（請
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

う
、
機
能
論
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
遺
留
分
制
度
の
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
定
法
主
義
を
と
り
、
遺
留
分
に
つ
い
て
は
固
定
的
な
持
分

と
限
ら
れ
た
請
求
権
者
の
範
囲
が
法
定
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
柔
軟
性
を
有
す
る
遣
留
分
制
度
の
概
念
は
描
き
に
く
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
と
同
じ
く
近
年
遺
留
分
制
度
の
意
義
と
機
能
に
関
し
て
批
判
的
検
討
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に
お

い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与

(
F
a
m
i
l
y
P
r
o
v
i
s
i
o
n
 |
 Inheritance 
[
P
r
o
v
i
s
i
o
n
 for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
]
 
A
c
t
 1
9
7
5
)

制
度
と
い

う
、
遺
留
分
制
度
に
類
似
し
た
、
相
続
に
お
け
る
家
族
の
配
慮
の
た
め
の
制
度
を
対
象
に
し
た
比
較
法
的
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

(
6
)
 

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
は
、
制
定
法
に
よ
る
固
定
的
な
遣
留
分
規
定

(Pflichtteilsrecht,
 
B
G
B
 23
0
3
 ff.)
に
支

配
さ
れ
る
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
は
、
請
求
権
者
に
つ
い
て
も
、
請
求
権
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
画
一
的
な
方
法
に
よ

ら
な
い
、
幅
の
あ
る
、
包
括
的
な
規
定
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
の
相
続
制
度
は
、

I

判
例
法
主
義
と
い
う
根
本
的

な
法
制
度
上
の
差
異
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ー
伝
統
的
に
遺
言
の
自
由
の
原
則
が
「
絶
対
的
」
ま
た
は
「
無
制
限
的
」

三
九

で
あ
る
と
い
わ
れ
、

(
8
)
 

早
く
か
ら
遺
言
の
自
由
に
多
か
れ
少
な
か
れ
何
ら
か
の
制
約
の
あ
っ
た
他
の
西
欧
諸
国
の
相
続
制
度
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
し
か

し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
現
在
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
一
定
の
者
が
、
遺
言
者
の
意
思
の
制
限
の
も
と
に
、
遺
産
の
う
ち
の
相
当
額
を

請
求
す
る
こ
と
を
認
め
る
家
族
供
与
制
度
が
存
在
し
、
「
絶
対
的
」
で
「
無
制
限
的
」
な
遣
言
の
自
由
は
も
は
や
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
家
族
供
与
制
度
は
、
包
括
的
な
規
律
方
法
を
採
用
し
て
い
る
た
め
に
、
わ
が
国
の
画
一
的
な
遺
留
分
規
律

に
比
べ
て
柔
軟
性
を
有
し
、
弾
力
的
解
決
を
は
か
る
と
い
う
局
面
に
お
い
て
は
よ
り
適
合
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

遺
留
分
制
度
の
、
包
括
的
な
規
律
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
を
素
材
と
し
た
比
較
法
的
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

研
究
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ド
イ
ツ
法
か
ら
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
の
特
徴
を
紹
介
し
つ
つ
、
制
定
法
に
よ
り
画
一
的
に
定
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
限
っ
て
は
わ
が
国
の
遺
留
分
制
度
と
類
似
す
る
ド
イ
ツ
の
遣
留
分
制
度
と
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
を
比
較

検
討
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
で
は
描
き
に
く
い
、
柔
軟
性
を
有
す
る
遺
留
分
制
度
の
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
さ
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ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
請
求
権
が
柔
軟
性
を
有
し
、
そ
れ
ゆ
え
弾
力
的
解
決
を
図
る
の
に
適
合
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

の
意
義
を
解
明
す

帰
結
の
究
明
は
、
わ
が
国
で
主
張
さ
れ
て
い
る
「
対
価
的
相
続
」
論
お
よ
び
「
必
要
性
に
基
づ
く
相
続
」
制
度
論
の
背
景
に
あ
る
、
相
続

に
お
け
る
権
利
を
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
相
対
的
に
捉
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
相
続
法
に
お
け
る
「
権
利
の
弾
力
性
」

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
相
続
制
度
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
と

イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
を
、
権
利
の
存
否
判
断
に
お
け
る
弾
力
的
解
決
の
検
討
素
材
と
し
て
請
求
権
者
の
範
囲
（
第
一
章
）
、
内
容
特
定

の
検
討
素
材
と
し
て
請
求
額
の
算
定
を
め
ぐ
る
問
題
（
第
二
章
）
に
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
1
)

近
年
の
著
名
な
研
究
と
し
て
藤
原
正
則
「
最
近
三
0
年
間
の
遺
留
分
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
法
改
正
論
議
ー
高
齢
杜
会
の
ド
の
遺
留
分
の
存
在
論
(
-
)

(
―
-
）
（
-
―
-
）
（
四
）
（
五
・
完
）
」
北
大
法
学
論
集
第
五
五
巻
二
号
七
三
頁
以
下
、
四
号
一

4

一
二
頁
以
卜
、
五
号
―
―
今
五
頁
以
下
、
六
号
一
―
―
一
頁
以
下
、
第
五

六
巻
二
号
五
二
貝
以
下
(
―

1
0
0
四
ー
―

1
0
0
五
年
）
は
、
ド
イ
ツ
で
の
一
九
六
0
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
遺
留
分
の
改
正
論
議
、
存
在
論
を
綿
密
に

検
討
し
た
上
で
、
遺
留
分
の
存
在
意
義
を
、
遺
言
の
自
由
と
家
族
相
続
、
平
等
主
義
の
対
立
・
調
整
と
い
う
構
造
に
み
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
構
成

単
位
と
し
て
の
親
族
連
帯
を
ど
の
様
に
位
置
付
け
て
い
く
か
と
い
う
現
代
的
な
問
題
の
中
に
捉
え
る
観
点
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
内
容

が
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
親
族
連
帯
の
枠
内
で
、
遺
留
分
規
定
は
一
般
条
項
的
な
意
味
を
持
つ
と
分
析
し
、
多
様
化
す
る
親
族
連
帯
の
下
で
一
般
条
項

の
内
容
を
補
充
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
遺
留
分
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
五
十
嵐
清
「
遺
留
分
制
度
の
比
較
法
的
研
究
(
-
)

（
二
）
（
―
―
-
．
完
）
」
法
学
協
会
雑
誌
六
八
巻
五
号
四
五
二
頁
以
下
、
六
九
巻
一
一
号
一
―
一
六
頁
以
下
、
六
九
巻
三
号
二
五
八
頁
以
下
(
-
九
五

0
1
一
九
五

一
年
）
、
同
「
遺
留
分
制
度
」
『
比
較
民
法
学
の
諸
問
題
」
(
-
九
七
六
年
）
―
-
八
三
頁
以
下
、
高
木
多
喜
男
『
遺
留
分
制
度
の
研
究
』
二
九
八
一
年
）

七
頁
以
下
、
松
尾
知
子
「
ド
イ
ツ
／
フ
ラ
ン
ス
法
の
遺
留
分
」
日
本
〈
家
族
と
法
〉
学
会
『
家
族
〈
杜
会
と
法
〉
』

N
o
・
1
9

(―

1
0
0
三
年
）
五
四
頁
以

下
、
拙
稿
「
遺
留
分
制
度
の
機
能
と
基
礎
原
理
ー
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
留
分
権
論
の
憲
法
論
的
基
礎
付
け
に
よ
る
新
展
開
(
-
)
、
（
-
―
・
完
）
」
法
学
論

叢
一
五
五
巻
一
号
―

1
0
頁
以
下
、
三
号
―
一
六
頁
以
卜
(
―

1
0
0
四
年
）
古
い
学
説
と
し
て
、
近
藤
英
吉
「
遺
留
分
(
-
)
（
ニ
・
完
）
」
法
学
論
叢
―
一
五
巻

三
号
三
六
四
頁
以
下
、
四
号
五
―
一
三
頁
以
下
(
-
九
三
一
年
）
は
、
被
相
続
人
の
遺
言
を
絶
対
的
に
自
由
と
し
遺
留
分
に
よ
る
制
限
は
単
な
る
扶
養
義

務
の
履
行
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
ロ
ー
マ
法
の
流
れ
を
汲
む
立
法
主
義
と
、
家
産
主
義
思
想
の
も
と
に
、
遺
留
分
権
を
も
っ
て
不
可
侵
的
な
法
定
相
続
権

に
お
け
る

「
権
利
の
弾
力
性
」

四
〇
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

四

と
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
の
諸
民
法
の
立
場
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
の
遺
留
分
制
度
の
意
義
を
、
一
般
社
会
共
同
の
利
益
と
、
被
相
続
人
の
意
思
の

尊
重
な
ら
び
に
相
続
人
の
保
護
と
い
う
三
つ
の
基
準
か
ら
相
続
人
を
保
護
す
べ
き
必
要
の
あ
る
限
り
被
相
続
人
の
意
思
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
と
捉

え
て
い
る
。
も
っ
と
も
当
時
は
遺
留
分
制
度
の
意
義
を
批
判
的
に
検
討
す
る
と
い
う
問
題
意
識
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

有
地
亨
「
現
今
の
相
続
の
機
能
の
変
化
と
そ
の
考
え
方
の
再
検
討
」
家
族
史
研
究
第
三
集
(
-
九
八
一
年
）
九
三
頁
以
下
家
族
形
態
の
変
化
、
個

人
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
変
化
、
財
産
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
に
伴
い
、
相
続
の
機
能
や
相
続
に
対
す
る
考
え
方
も
従
来
よ
り
か
な
り
違
っ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
老
親
扶
養
に
関
す
る
調
壺
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
子
ど
も
が
親
の
遺
産
を
相
続
す

る
場
合
に
、
均
等
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
「
生
前
親
を
扶
養
し
た
者
に
多
く
分
け
る
の
が
よ
い
」
と
考
え
る
者
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
。
そ
の
こ
と

か
ら
現
行
相
続
法
が
規
定
す
る
均
分
相
続
を
支
持
す
る
考
え
方
は
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
く
、
「
今
日
は
被
相
続
人
の
意
思
あ
る
い
は
事
情
を
も
っ
と

考
慮
し
、
そ
れ
に
重
点
を
お
い
て
相
続
を
捉
え
る
べ
き
」
で
あ
り
、
「
形
式
的
平
等
」
を
貫
く
の
で
は
な
く
、
「
実
質
的
な
平
等
」
を
考
慮
し
て
分
割
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
帰
結
を
導
き
出
し
て
い
る
。

高
梨
公
之
「
相
続
と
扶
養
ー
相
続
意
思
と
こ
れ
を
阻
止
す
る
も
の
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
七
(
-
九
五
八
年
）
四
六
頁
以
下
は
、
民
法
の
相
続
は
、
必

ず
し
も
均
分
相
続
を
原
則
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
続
当
事
者
の
意
思
を
尊
重
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
示
し
、

相
続
に
お
い
て
扶
養
が
相
続
意
思
を
拘
束
す
る
実
態
を
例
示
す
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
の
状
況
を
反
映
し
て
、
相
続
人
の
一
人
が
「
あ
と
つ
ぎ
」
で
あ
っ

た
場
合
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
成
熟
し
て
独
立
生
活
す
る
者
の
親
に
対
す
る
相
続
の
例
な
ど
の
現
代
的
な
例
示
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

者
が
相
続
を
放
棄
す
る
代
わ
り
に
老
親
等
の
扶
養
を
他
の
相
続
人
に
任
せ
る
と
い
う
い
わ
ば
消
極
的
な
意
味
で
の
対
価
的
相
続
の
実
態
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
後
述
注
（
四
）
の
伊
藤
教
授
、
原
田
教
授
の
批
判
が
妥
当
す
る
。

(
3
)

佐
藤
隆
夫
『
現
代
家
族
法
I
I
I
相
続
法
ー
』
(
-
九
九
九
年
）
―
-
五
九
頁
以
下
遺
留
分
は
生
活
保
障
の
機
能
を
持
つ
と
の
前
提
か
ら
、
生
活
保
障
の

必
要
性
の
な
い
相
続
人
に
遺
留
分
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
現
行
遺
留
分
制
度
を
批
判
し
、
遺
留
分
権
利
者
の
請
求
を
、
家
庭
裁
判
所
の
自
由
裁
量
に
よ

る
審
判
で
決
め
る
こ
と
が
、
九
〇
六
条
の
遺
産
分
割
基
準
と
の
整
合
性
か
ら
も
、
妥
当
で
あ
る
と
の
立
場
を
提
唱
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
五

十
嵐
清
「
遺
留
分
制
度
」
「
比
較
民
法
学
の
諸
問
題
』
(
-
九
七
六
年
）
二
八
三
‘
―
一
八
八
頁
の
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
、
固
定
的
な
遺
留
分
法
の
枠
内

で
の
弾
力
的
な
解
決
に
関
す
る
指
摘
が
示
唆
的
で
あ
る
。

(
4
)

伊
藤
昌
司
「
家
族
の
変
容
と
家
族
法
」
(
-
九
九
四
年
）
都
市
問
題
研
究
四
六
巻
三
号
八
四
頁
以
下
「
家
族
の
機
能
の
変
化
」
す
な
わ
ち
「
家
族
の

縮
小
」
と
い
う
見
解
を
批
判
し
、
世
帯
と
家
族
は
別
で
あ
り
、
別
居
し
て
別
世
帯
に
属
す
と
い
え
ど
も
家
族
で
あ
り
う
る
と
い
う
、
人
ロ
・
世
帯
調
杏
且

の
綿
密
な
分
析
に
基
づ
く
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
相
続
の
機
能
に
つ
い
て
、
今
日
で
は
高
齢
の
親
に
対
す
る
負
担
と
自
身
の
子
の
養
育
の
負

25-3・4-189 (香法 2006)



(
9
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

for 

担
を
同
時
に
抱
え
て
い
る
の
が
一
般
的
状
況
で
あ
る
と
の
分
析
か
ら
、
高
齢
で
死
亡
す
る
親
の
遺
産
の
相
続
が
中
年
の
子
に
と
っ
て
生
活
保
障
の
意
味

を
持
た
な
い
と
い
う
立
場
を
批
判
す
る
。
対
価
的
相
続
に
対
し
て
は
、
本
来
平
等
に
親
の
扶
養
を
分
担
す
る
義
務
が
あ
る
と
こ
ろ
、
面
倒
を
み
た
者
が

親
の
遺
産
を
承
継
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
扶
養
に
お
け
る
乎
等
の
観
念
と
相
続
に
お
け
る
平
等
の
観
念
の
両
方
と
も
が
曖
味
化
さ
れ
る
の
は
、

大
き
な
問
題
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
親
の
面
倒
を
み
る
こ
と
も
、
相
続
も
、
平
等
に
行
う
べ
き
こ
と
を
強
調
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
原
田
純
孝

「
扶
養
と
相
続
ー
フ
ラ
ン
ス
法
と
比
較
し
て
み
た
日
本
法
の
特
質
ー
」
『
扶
養
と
相
続
』
(
―

1
0
0
四
年
）
一
六
七
頁
以
下
相
続
と
扶
養
と
は
、
法
律
上

明
確
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
「
対
価
的
相
続
」
を
法
制
度
論
に
直
接
持
ち
こ
む
と
、
「
性
質
の
異
な
る
一
―
つ
の
問
題
を
直
結
さ
せ
る
点
で
、
逆

に
制
度
の
論
理
を
無
視
す
る
」
こ
と
に
な
り
、
ま
た
「
相
続
の
対
価
性
」
を
制
度
上
認
め
る
こ
と
は
、
家
族
介
護
を
求
め
る
政
策
に
合
致
し
、
介
護
問

題
の
望
ま
し
い
社
会
的
解
決
の
道
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。
水
野
紀
子
「
『
相
続
さ
せ
る
』
旨
の
遺
言
の
功
罪
」
久
貴
忠
彦
編
『
遺
言

と
遺
留
分
第
一
巻
遺
言
』
(
―

1
0
0
一
年
）
一
五
九
貢
、
一
六
六
頁
以
下
は
、
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
の
意
義
を
高
齢
者
の
介
護
労
働
へ
の
対
価
の

確
保
に
位
置
づ
け
た
上
で
、
均
分
相
続
お
よ
び
遺
留
分
に
よ
る
一
律
の
平
等
強
制
に
疑
問
を
提
示
す
る
も
の
の
、
遺
言
に
よ
る
一
子
相
続
と
そ
れ
を
制

限
す
る
遺
留
分
と
の
相
克
が
伝
統
的
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
点
、
相
続
に
よ
る
対
価
処
理
は
過
酷
な
介
護
労
働
の
負
担
を
家
族
に
押
し
付
け
る
危
険
を

は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
る
。

(
5
)
 

(
6
)
 

D
i
e
t
e
r
 H
e
n
r
i
c
h
,
 
Testierfreiheit vs. Pflichtteilsrecht, 
Schriften d
e
r
 Juristischen Studiengesellschal‘t R
e
g
e
n
s
b
u
r
g
 e. 
V
.
 H
e
f
t
 2
3
,
 
2
0
0
0
,
 
s. 
5
 ff.; 

D
a
u
n
e
r
 ,
 
Lieb, 
B
e
d
a
r
f
 es 
einer R
e
f
o
r
m
 d
e
s
 Pflichtteilsrechts ?
,
 

D
N
o
t
Z
 2
0
0
1
,
 
s. 
4
6
0
 ff. 
;
 
K
l
a
u
s
 Petri, 
D
i
e
 Pflicht 
z
u
m
 Pflichtteil, 
Z
R
P
 1
9
9
3
,
 

H
e
f
t
 6
,
 
s. 
2
0
5
 f. 
;
 Gu
n
t
h
e
r
 K
u
h
n
e
,
 
Z
u
r
 R
e
f
o
r
m
 d
e
s
 gesetzlichen E
r
b
 ,
 un
d
 Pflichtteilsrechts, 
J
R
 1
9
7
2
,
 
H
e
f
t
 6
,
 
s. 
2
2
1
 ff. 

k
目
in
Stadler, 
D
a
s
 V
e
r
s
o
r
g
u
n
g
s
e
l
e
m
e
n
t
 
i
m
 gesetzlichen 
Pflichtteisrecht 
m
i
t
 
B
e
z
u
g
 
z
u
m
 e
n
g
l
i
s
c
h
e
n
 
Erbrecht, 
2
0
0
2
;
 M
a
r
i
o
n
 
Trulsen, 

Pflichtteilsrecht 
u
n
d
 englische f
a
m
i
l
y
 p
r
o
v
i
s
i
o
n
 
i
m
 Vergleich, 2004~ 

~
#
鎚
佃
は
T
r
u
l
s
e
nの辛
噂
文
か
ら
芸
訊
怨
を
担
ぃ
て
お
り
、
同
論
文
に
依
拠
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。

)
 A
c
t
 1
9
7
5
,
 
s. 
1
(
1
)
 
3
(
2
)
 

Inheritance 
(Prov1S1on for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
 

内
田
力
蔵
「
英
法
に
お
け
る
遺
言
自
由
の
制
限
に
つ
い
て
ー
「
1
9
3
8
年
相
続
財
産
法
」
の
意
義
ー
」
法
学
協
会
雑
誌
六
五
巻
五
・
六
号
二
六
三
頁

以
下
（
一
九
四
七
年
）
、
同
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
遺
言
と
相
続
』
法
律
学
体
系
第
一
一
部
法
学
理
論
編
(
-
九
五
四
年
）
と
り
わ
け
六
七
頁
以
下

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
じ
め
て
遺
言
の
自
由
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
相
続
（
家
族
供
与
）
法
Inheritance
(
F
a
旦
ly

Provision) 
A
c
t
 1
9
3
8

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
内
田
・
前
出
法
協
―
一
六
四
頁
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
『
絶
対
的
』
な
『
遺
言

の
自
由
』
も
、
と
う
と
う
、
そ
の
光
栄
あ
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
な
お
現
在
は
Inheritance

(Provision 

四
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

象
か
ら
は
は
ず
す
こ
と
と
す
る
。

第
一
章

請
求
権
者
の
範
囲
に
つ
い
て

四

F
a
m
i
l
y
 
a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5

に
代
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
の
名
称
は
、
正
確
に
は
「
家
族
お
よ
び
被
扶
養
者
に
対
す
る

供
与
」
制
度
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
般
的
な
体
系
書
等
に
お
い
て
は
F
a
m
i
l
y
Provision
と
呼
ぶ
の
が
通
常
で
あ
る
の
で

(R.
d. 
O
u
g
h
t
o
n
 

/E. 
L. G. Tyler, 
Tyler's 
F
a
m
i
l
y
 Provision, 
1
9
9
7
;
 
J
o
h
n
 G. R
o
s
s
 M
a
r
t
y
n
,
 
F
a
m
i
l
y
 Provision: 
L
a
w
 a
n
d
 Practice, 
1
9
8
5
)

、
本
缶
徊
も
こ
れ
に
倣
っ

て
「
家
族
供
与
」
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

被
相
続
人
の
法
律
上
の
子
と
配
偶
者
は
、
ド
イ
ツ
法
、
イ
ギ
リ
ス
法
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
相
続
法
上
の
権
利
者
で
あ
り
、
遺
留
分
あ
る

い
は
家
族
供
与
の
請
求
権
者
で
あ
る
。
も
っ
と
も
請
求
権
者
と
し
て
登
場
す
る
被
相
続
人
の
子
と
配
偶
者
の
外
枠
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ

法
と
イ
ギ
リ
ス
法
と
で
は
必
ず
し
も
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
本
章
で
は
、
請
求
権
者
と
し
て
の
子
と
配
偶
者
の

外
延
と
し
て
、
婚
外
子
、
連
れ
子
、
離
婚
配
偶
者
、
事
実
婚
配
偶
者
、
そ
の
他
の
被
相
続
人
に
扶
養
さ
れ
て
き
た
者
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら

の
人
格
集
団
を
め
ぐ
る
、
両
法
制
度
の
立
場
を
検
討
す
る
。
な
お
、
被
相
続
人
の
配
偶
者
と
子
以
外
の
家
族
（
例
え
ば
尊
属
）
に
関
し
て

は
、
人
口
動
態
統
計
上
、
配
偶
者
お
よ
び
子
の
場
合
に
比
べ
て
相
続
法
上
の
権
利
主
体
と
な
る
確
率
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
を
本
稿
の
対

25-3・4-191 (香法 2006)



1
2
.
1
9
9
7
)

以
来
、
血
縁
上
の
両
親
と
の
関
係
で
、
相
続
権
お
よ
び
遣
留
分
権
に
つ
い
て
婚
内
子
と
同
様
に
あ
っ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
不
貞
行
為
が
介
在
す
る
子
に
も
妥
当
す
る
。
相
続
権
平
等
化
法
に
よ
っ
て
、
相
続
代
償
請
求
権
に
関
す
る
規
定

(
B
G
B

1
9
3
4
 a, 
b
)

お
よ
び
相
続
の
事
前
清
算
に
関
す
る
規
定

(
B
G
B
1
9
3
4
 d
,
 
e)

は
削
除
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
遺
留
分
法
に
お
け
る
対
応

す
る
規
定
も
削
除
さ
れ
た
（
以
前
の

B
G
B
2
3
3
8
 a)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
婚
外
子
の
遺
留
分
権
利
者
と
し
て
の
地
位
は
確
実
な
も
の
と
な
っ

(6) 

婚
姻
し
て
い
な
い
両
親
の
子
は
、

2

ド
イ
ツ

一
九
七
五
年
相
続
（
家
族
お
よ
び
被
扶
養
者
に
対
す
る
供
与
）
法
第
二
五
条
一
項
に
よ
る
と
、
婚
姻
し
て
い
な
い
両
親
か
ら
生
ま
れ
た

者
、
す
な
わ
ち
婚
外
子
も
同
法
に
お
け
る
子
に
包
摂
さ
れ
、
家
族
供
与
の
請
求
権
者
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
婚
外
子
の
相
続
法
上
の
権
利

に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
は
元
来
厳
し
い
態
度
を
と
り
続
け
て
き
た
。
一
九
三
八
年
相
続
（
家
族
供
与
）
法
に
お
い
て
は
、
婚
内
子
と

(
3
)
 

婚
外
子
は
同
等
の
扱
い
を
受
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
後
の
一
九
六
九
年
家
族
法
改
正
法
に
よ
っ
て
、
不
完
全
で
は
あ
っ
た
が
、
婚
外
子
と

婚
内
子
の
権
利
の
平
等
化
が
図
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
七
年
家
族
法
改
正
法
に
よ
っ
て
、
両
親
の
法
定
相
続
に
お
い
て
も
、
当
該
子

が
生
ま
れ
た
時
点
で
両
親
が
婚
姻
し
て
い
た
か
否
か
は
も
は
や
意
味
を
も
た
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
相
続
権
が
婚
外
子
に
保

障
さ
れ
る
の
は
、
両
親
に
対
す
る
相
続
が
間
題
と
な
る
場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
親
族
に
対
す
る
関
係
で
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
婚
内
子
と
婚
外
子
の
地
位
が
相
続
法
上
完
全
に
平
等
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス

婚
外
子

第

一

節

子

一
九
九
七
年
十
二
月
十
六
日
の
相
続
権
平
等
化
法

(
D
a
s
E
r
b
r
e
c
h
t
s
g
l
e
i
c
h
s
t
e
l
l
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
 
v
o
m
 1
6
.
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

イ
ギ
リ
ス

連
れ
子

四
五

た
。
こ
の
新
規
定
は
、
婚
外
子
の
法
的
地
位
に
関
す
る
婚
外
子
相
続
法
へ
の
批
判
を
契
機
と
し
、
以
下
の
根
拠
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
婚
姻
し
な
い
親
が
一
層
増
え
て
い
る
こ
と
、
親
が
婚
姻
し
て
い
る
場
合
と
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
と
で
子
の
生
活
状
況
は
変

わ
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
婚
内
子
と
婚
外
子
の
扱
い
に
差
を
設
け
る
こ
と
は
憲
法
論
上
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
他
の
近

隣
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
動
向
、
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ス
イ
ス
に
お
い
て
は
当
時
す
で
に
相
続
法
上
の
婚
内
子
と
婚
外
子
が
実
質
的
に

(
8
)
 

同
様
に
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
諸
国
の
法
状
況
に
同
調
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

被
相
続
人
の
婚
姻
に
よ
り
、
被
相
続
人
か
ら
あ
た
か
も
「
自
身
の
子
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
」
者
は
、
法
律
上
被
相
続
人
の
子

で
は
な
く
て
も
、
一
九
七
五
年
相
続
（
家
族
お
よ
び
被
扶
養
者
に
対
す
る
供
与
）
法
第
一
条
一
項
①
に
よ
る
と
、
家
族
供
与
の
権
利
を
持

(
9
)
 

つ
。
こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
離
婚
と
再
婚
に
よ
り
生
じ
た
い
わ
ゆ
る
再
編
家
族
に
お
け
る
幼
い
連
れ
子
a
y
o
u
n
g
 stepchild
が
想
定
さ

(10) 

れ
て
い
る
。

あ
た
か
も
囚
自
身
の
子
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
」
と
認
定
す
る
た
め
に
は
、
連
れ
子
に
対
し
て
被
相
続
人
が
愛
情
や
親
切
、
歓

待
を
示
し
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
被
相
続
人
が
配
偶
者
の
連
れ
子
に
対
し
て
、
洗
線
さ
れ
た
好
意
的
な
態
度

を
示
す
こ
と
は
、
配
偶
者
の
た
め
だ
け
だ
と
し
て
も
if
o
n
l
y
 
for 
the 
s
a
k
e
 
o
f
 their 
s
p
o
u
s
e
通
常
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

(12) 
る
。
同
条
に
い
う
「
子
」
の
解
釈
の
際
に
第
一
に
重
要
な
の
は
、
当
該
連
れ
子
が
ど
こ
に
住
み
、
誰
が
扶
養
料
を
支
払
い
、
養
育
し
て
い

る
か
、
ま
た
、
被
相
続
人
が
親
と
し
て
実
際
に
養
育
し
て
い
る
か
、
親
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、

(13) 

被
相
続
人
が
当
該
子
を
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
者
と
し
て

as
a
n
 u
n
f
l
e
d
g
e
d
 p
e
r
s
o
n
扱
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
こ

25-3・4-193 (香法 2006)



の
基
準
は
実
際
に
は
拡
張
的
に
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
、
被
相
続
人
が
家
族
供
与
を
請
求
す
る
者
（
同
条
の
規
定
に
お
け
る
「
子
」
）
の
子

に
対
し
て
祖
父
と
し
て
の
役
割
を
引
き
受
け
、
自
身
の
財
産
に
関
し
て
請
求
者
を
信
頼
し
、
病
気
の
場
合
の
看
護
を
請
求
者
に
頼
っ
て
い

(14) 

る
場
合
に
は
、
被
相
続
人
が
請
求
者
を
「
子
」
と
し
て
扱
っ
て
き
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

(15) 

同
条
に
い
う
「
子
」
は
必
ず
し
も
未
成
年
者
あ
る
い
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
成
年
で
あ
っ
て
も
、
被
相
続
人
が
自
身

の
財
産
に
関
し
て
請
求
者
を
信
頼
し
、
病
気
の
場
合
の
看
護
を
彼
に
頼
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
「
自
身
の
子
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ

(16) 

た
」
と
認
定
さ
れ
る
。
家
族
供
与
の
請
求
者
が
、
母
親
と
被
相
続
人
が
婚
姻
す
る
前
に
彼
ら
と
約
二

0
年
間
同
居
し
て
、
被
相
続
人
か
ら

息
子
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
彼
ら
が
婚
姻
し
た
と
き
に
は
既
に
三
五
歳
で
あ
り
、
被
相
続
人
の
死
亡
時
点
で
は
四
七
歳
で
、
収
入
も

あ
っ
た
と
い
う
事
例
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
同
条
に
い
う
「
子
」
の
適
格
性
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
請
求
者
の
年
齢
で
は
な
く
、
「
親

(17) 

子
の
関
係
」

a
r
e
l
a
t
i
o
n
s
h
i
p
 o
f
 p
a
r
e
n
t
 a
n
d
 c
h
i
l
d
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
請
求
者
の
家
族
供
与
を
認
容
し
て
い
る
。

問
題
と
な
る
の
が
、
請
求
者
が
成
年
に
達
し
て
独
立
し
た
後
に
彼
の
親
と
被
相
続
人
が
婚
姻
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
過
去
に

(18) 

一
度
も
被
相
続
人
と
同
居
し
た
こ
と
が
な
く
、
扶
養
を
受
け
た
こ
と
も
な
い
場
合
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
血
縁
上
の
親
と
類
似
の

関
係
が
生
じ
る
可
能
性
が
実
際
に
間
題
と
さ
れ
た
事
例
に
お
い
て
は
、
以
下
の
点
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
①
被
相
続
人
と
そ
の

夫
が
、
夫
の
連
れ
子
（
請
求
者
）
が
家
を
買
う
た
め
に
金
銭
的
支
援
を
行
う
旨
表
明
し
て
い
た
こ
と
、
②
被
相
続
人
と
そ
の
夫
が
、
成
年

に
達
し
た
夫
の
連
れ
子
の
部
屋
を
家
の
中
に
残
し
て
お
き
、
鍵
も
与
え
て
い
た
こ
と
、
①
被
相
続
人
と
請
求
者
が
、
被
相
続
人
の
夫
の
死

後
も
互
い
に
頻
繁
に
訪
間
し
合
っ
て
い
た
こ
と
、
い
被
相
続
人
が
し
ば
し
ば
請
求
者
に
個
人
的
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
、
③
請
求
者
の

父
が
死
亡
し
た
と
き
、
請
求
者
は
、
休
暇
を
と
っ
て
父
を
看
病
し
、
被
相
続
人
の
代
わ
り
に
父
の
仕
事
を
処
理
し
た
こ
と
、
①
被
相
続
人

は
夫
の
連
れ
子
を
、
連
れ
子
で
は
な
く
む
し
ろ
娘
と
し
て
見
て
い
た
こ
と
、

m請
求
者
は
、
被
相
続
人
の
も
と
に
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
る

準
備
を
し
て
い
た
こ
と
、
⑧
被
相
続
人
が
死
の
匝
前
に
、
夫
の
連
れ
子
（
請
求
者
）
に
対
し
て
、
遺
言
執
行
者
に
な
っ
て
、
彼
女
の
家
の

四
六
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

半
分
を
相
続
す
る
よ
う
希
望
す
る
旨
話
し
て
い
た
こ
と
、
①
被
相
続
人
が
要
介
護
状
態
に
陥
っ
た
と
き
の
看
護
を
請
求
者
に
頼
ん
で
い
た

(19) 

こ
と
で
あ
る
。
同
事
例
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
要
素
が
総
合
的
に
判
断
さ
れ
、
被
相
続
人
が
夫
の
連
れ
子
（
請
求
者
）
と
の
関
係
で
、
当

(20) 

該
関
係
に
付
随
す
る
責
任
と
権
利
を
伴
う
母
と
し
て
の
地
位
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
。

最
後
に
、
子
と
し
て
の
扱
い
は
、
血
縁
上
の
親
が
も
は
や
被
相
続
人
と
婚
姻
関
係
に
な
い
場
合
に
も
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
当
該
婚

姻
の
継
続
中
d
u
r
i
n
g
the 
subsistence 
o
f
 that 
m
a
r
r
i
a
g
e
J

と
い
う
文
言
で
は
な
く
「
当
該
婚
姻
と
の
関
係
に
お
い
て
in
relation 
to 
that 

m
a
r
r
i
a
g
e
」
と
い
う
文
言
が
使
用
さ
れ
、
よ
り
広
い
意
味
を
含
め
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

配
偶
者
の
死
後
、
他
方
配
偶
者
が
当
該
子
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
同
条
の
適
用
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

被
相
続
人
と
は
血
縁
上
の
繋
が
り
を
持
た
な
い
け
れ
ど
も
、
配
偶
者
が
婚
姻
の
際
に
連
れ
て
き
た
子
で
あ
り
、
被
相
続
人
か
ら
あ
た
か

も
自
身
の
子
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
子
（
連
れ
子
Stietkinder)

に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
相
続
法
に
お
い
て
は
、
請
求
権
者
と
し
て

言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
法
で
は
、
自
身
の
子
と
し
て
承
認
す
る
に
は
法
律
上
の
養
子
縁
組
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て

1
7
5
2
)

、
単
に
実
際
上
自
身
の
子
の
よ
う
に
扱
う
だ
け
で
は
相
続
法
上
の
権
利
者
と
な
る
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

四
七

も
っ
と
も
、
被
相
続
人
が
、
配
偶
者
が
婚
姻
の
際
に
連
れ
て
き
た
子
を
、
単
に
実
際
上
自
身
の
子
の
よ
う
に
扱
う
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら

に
法
的
拘
束
力
を
伴
っ
て
扶
養
を
義
務
付
け
る
内
容
を
有
す
る
扶
養
契
約
を
黙
示
に
締
結
し
て
い
た
と
認
定
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は

(23) 
る。

函）

問
題
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
扶
養
契
約
は
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
力
、
特
別
の
事
情
の
認
定
に
か
か
っ
て
い
軋
幣
へ
の
受
入
れ

だ
け
で
は
そ
の
よ
う
な
契
約
を
承
認
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
判
例
は
、
夫
が
妻
の
連
れ
て
き
た
未
成
年
子
と
共
同
生

活
を
送
っ
て
き
た
事
例
に
お
い
て
、
婚
姻
の
際
に
、
妻
が
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
仕
事
を
放
棄
し
、
し
た
が
っ
て
妻
が
単
独
で
子
を
扶
養

2

ド
イ
ツ

(
B
O
B
 

一
方
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す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
夫
が
認
識
し
て
い
た
場
合
に
は
、
夫
は
法
的
義
務
を
自
由
意
思
に
よ
り
引
き
受
け
て
お
り
、
連
れ
子

に
対
す
る
扶
養
義
務
を
負
う
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
判
決
は
例
外
的
で
あ
り
、
連
れ
子
と
継
親
の
間
に
黙
示
の
扶
養
契

(25) 

約
を
認
定
す
る
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
判
例
は
慎
重
で
あ
る
。
判
例
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
立
場
を
支
持
す
る
の
が
、
扶
養
義
務
と
い
う
の

は
ま
さ
に
養
子
縁
組
の
法
律
効
果
で
あ
る
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
養
子
縁
組
が
行
わ
れ
て
い
な
い
限

り
で
は
、
な
お
血
縁
上
の
両
親
に
対
す
る
請
求
権
を
持
つ

(
B
G
B
 1
7
5
5
)

。
そ
れ
ゆ
え
、
連
れ
子
が
遺
留
分
権
を
保
持
す
る
の
で
あ
れ
ば

ー
し
ば
し
ば
理
論
的
性
質
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
—
被
相
続
人
の
血
縁
上
の
子
に
と
っ
て
は
、
連
れ
子
が
根
拠
も
な
く
有
利
な
立

(26) 

場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
被
相
続
人
と
婚
姻
し
、
し
た
が
っ
て
彼
を
相
続
す
る
血
縁
上
の
親
に
対
し
て
連
れ
子
が
持
つ
扶

養
請
求
権
に
よ
り
、
彼
は
経
済
的
な
保
護
を
受
け
る
。
こ
の
こ
と
は
連
れ
子
に
対
し
て
継
親
に
対
す
る
相
続
法
上
の
権
利
を
直
接
的
に
認

め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
扶
養
契
約
の
締
結
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
以
下
の
点
で
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
扶
養
義
務
が
被
相
続
人
の
死
を
超
え
て
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
の
証
明
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
血
縁
上
の
子

が
相
続
す
る
場
合
に
、
被
相
続
人
を
介
し
て
当
該
連
れ
子
と
相
続
人
と
の
間
に
血
縁
関
係
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
被

相
続
人
は
相
続
人
に
扶
養
義
務
を
課
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
場
合
に
は
や
は
り
黙
示
に
引
き
受
け
た
扶
養
義
務
を
承
認
す
る
こ
と
は

危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
三
に
、
扶
養
期
間
を
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
明
確
な
基
準
が
設
定
さ
れ
に
く

(28) 

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
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柑続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

四
九

一
九
七
五
年
相
続
（
家
族
お
よ
び
被
扶
養
者
に
対
す
る
供
与
）
法
第
一
条
一
項

(b
)
に
よ
る
と
、
死
者
の
生
存
配
偶
者
の
ほ
か
、
死

(29
)
 

者
の
以
前
の
配
偶
者
は
、
家
族
供
与
の
請
求
権
者
で
あ
る
。
死
者
の
以
前
の
配
偶
者
の
意
味
は
、
離
婚
お
よ
び
婚
姻
無
効
に
よ
り
婚
姻
が

解
消
し
た
場
合
に
お
け
る
元
の
配
偶
者
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
離
婚
配
偶
者
で
あ
っ
て
も
再
婚
し
な
い
場
合
に
は
な
お
死
者

(30
)
 

の
遺
産
に
つ
い
て
家
族
供
与
の
請
求
権
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
離
婚
配
偶
者
は
家
族
供
与
の
範
囲
で
は
保
設
を
受
け
る
。
但
し
、
無
遺
言

(31) 

の
場
合
の
法
定
相
続
権
に
つ
い
て
は
離
婚
配
偶
者
は
保
護
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
離
婚
ま
た
は
裁
判
上
の
別
居
の
場
合
、

一
方
配
偶
者

(32) 

が
無
遺
言
で
死
亡
す
る
と
、
財
産
は
、
他
方
当
事
者
が
無
遺
言
死
亡
者
の
死
亡
の
と
き
に
既
に
死
亡
し
て
い
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

(33
)
 

離
婚
配
偶
者
の
家
族
供
与
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
大
抵
一
時
的
な
支
払
い
命
令
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
裁
判
所
に
は
当
事
者
の

所
有
権
に
変
更
を
加
え
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
近
年
は
、
生
涯
の
扶
養
義
務
の
妥
当
性
に
対
す
る
懐
疑
論
が

拡
が
り
、
判
例
に
お
い
て
も
離
婚
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
ブ
レ
イ
ク
の
原
理

(the
prinpiple 
o
f
 t
h
e
'
c
l
e
a
n
 b
r
e
a
k
'
o
n
 d
i
v
o
r
c
e
ー
離
婚
後

に
苦
痛
を
思
い
出
さ
な
い
た
め
に
財
産
に
関
す
る
間
題
は

一
度
き
り
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原
則
）
が
採
用
さ
れ
て
い
加
。
こ
の

(35) 

原
理
の
浸
透
に
伴
い
、
離
婚
配
偶
者
の
家
族
供
与
請
求
事
例
の
数
は
、
相
当
減
少
し
た
。

生
存
配
偶
者
は
、
民
怯
第
一
九
三
一
条
以
下
に
よ
り
法
定
相
続
権
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
同
二
三
0
三
条
二
項

一
、
二
文
に
よ
り
遣

留
分
権
を
持
つ
が
、
こ
こ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
配
偶
者
」
と
い
う
文
言
は
、
継
続
す
る
婚
姻
に
由
来
す
る
配
偶
者
の
み
を
指
す
の
で
あ

2

ド
イ
ツ

第
二
節

イ
ギ
リ
ス

離
婚
配
偶
者

配
偶
者
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一
九
九
五
年
法
改
正
（
相
続
）
法
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
法
律
婚
に
基
づ
く
配
偶
者
だ
け
で
は
な
く
、
事
実
婚
配
偶
者

C
o
h
a
b
i
t
e
e

に
も
家
族
供
与
の
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
事
実
婚
配
偶
者
は
、
被
相
続
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

ー
イ
ギ
リ
ス

(36) 
り
、
そ
れ
ゆ
え
離
婚
配
偶
者
に
は
法
定
相
続
権
お
よ
び
遺
留
分
権
は
帰
属
し
な
い
。
も
っ
と
も
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
以
下
の
方
法
に
よ

り
離
婚
配
偶
者
に
も
結
果
と
し
て
遺
留
分
類
似
の
権
利
が
付
与
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
扶
養
法

に
よ
り
離
婚
配
偶
者
に
は
遺
留
分
権
に
ほ
ぽ
等
し
い
請
求
権
が
帰
属
す
る
場
合
が
あ
る
。
離
婚
配
偶
者
が
、
離
婚
後
に
自
身
の
生
計
を
立

て
る
資
力
が
な
い
場
合
に
は
、
前
配
偶
者
に
対
し
て
、
扶
養
の
請
求
権
を
持
つ

子
の
監
護
お
よ
び
教
育
、

配
偶
者
に
対
す
る
扶
養
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し
離
婚
配
偶
者
が
再
婚
し
た
場
合
に
は
、
前
婚
の
配
偶
者
に
対
す
る
扶
養
請
求
権
は

(
B
G
B
 1
5
8
6
 A
b
s
.
 1
)

。
ま
た
、
離
婚
後
の
扶
養
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
が
前
婚
の
配
偶
者
に
と
っ
て
過
酷
で
あ
る
場
合
に
は

(
B
G
B
 1
5
7
9
)

。
離
婚
後
の
扶
養
請
求
権
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
扶
養
義
務
者
の
死
に
よ
り
請
求
権
は
遣
産
債
務

ば
配
偶
者
に
帰
属
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
遺
留
分
額
ま
で
の
責
任
で
あ
る

よ
る
と
、
夫
婦
財
産
制
の
個
別
的
事
情
は
考
慮
さ
れ
ず
、
同
一
―
二
七
一
条
―
―
項
に
よ
る
剰
余
調
整
は
行
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
支

払
い
は
、
す
で
に
離
婚
の
際
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

事
実
婚
配
偶
者

付
能
力
の
欠
如
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
て
相
続
人
に
受
け
継
が
れ
る

請
求
は
認
め
ら
れ
な
い

消
滅
す
る

一
方
配
偶
者
の
高
齢
・
疾
病
・
障
害
な
ど
の
た
め
に
自
身
の
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
前
婚
の

(
B
G
B
 1
5
8
6
 b
,
 
A
b
s
.
 1
 S
a
t
z
 1
)

。
こ
こ
で
相
続
人
が
負
う
の
は
、
最
高
で
も
離
婚
が
な
か
っ
た
な
ら

(
B
G
B
 1
5
8
6
 b
,
 
A
b
s
.
 1
 S
a
t
z
 3
)

。
他
方
で
は
、
相
続
人
は
、
給

(
B
G
B
 1
5
8
6
 b
 A
b
s
.
 1, 
S
a
t
z
 2
,
 i• 

V. 
m
 
1
5
8
1
)

。
そ
の
際
民
法
一
五
八
六
b
条
二
項
に

(
B
G
B
 1
3
6
3
 A
b
s
.
 2
 Satz. 2
)

。

(
B
G
B
 1
5
6
9
 ff.)
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
共
通
の

五
〇
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

折
半
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
洗
濯
機
、
台
所
お
よ
び
バ
ス
ル
ー
ム
を
共
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
通
常
顔
を
合
わ
せ
て
お
り
、
し
た
が
っ

(47) 

て
、
「
ま
る
で
夫
と
妻
の
よ
う
に
、
同
じ
家
で
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
も
っ
と
も
同
事
例
で
は
、
両

一
方
が
他
方
の
た
め
に
も
は
や
料
理
や
洗
濯
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
会
話
も
な
く
、

者
が
一
方
の
死
亡
直
前
に
も
は
や
理
解
し
合
え
ず
、

定
さ
れ
る
場
合
と
し
て
判
例
が
挙
げ
る
の
は
、

五

(38) 

た
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
も
請
求
権
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
同
法
改
正
は
事
実
婚
配
偶
者
に
と
っ
て
請
求
が
よ
り
容
易
に
な
っ
た
と
い
う
限

り
で
意
義
を
有
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
長
い
間
、
婚
姻
配
偶
者
が
持
つ
権
利
を
事
実
婚
配
偶
者
に
与
え
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、

0
年
代
半
ば
に
は
、
実
際
に
個
別
の
事
例
を
検
討
し
、
客
観
的
に
不
当
と
思
わ
れ
る
、
生
活
形
態
に
よ
る
不
平
等
な
取
扱
い
を
排
除
す
る

(39) 

尽
力
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
事
実
婚
配
偶
者
の
立
場
は
、
そ
の
他
の
点
に
お
い
て
も
、
時
代
と
と
も
に
部
分

(40) 

的
に
婚
姻
配
偶
者
の
立
場
に
近
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
事
実
婚
に
お
い
て
も
、
婚
姻
関
係
の
場
合
と
同
様
に
親
密
な
侶
頼
関
係
が
生
じ

(41) 

う
る
の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
秘
密
事
項
c
o
n
f
i
d
e
n
c
e
s
は
、
婚
姻
配
偶
者
間
の
場
合
と
同
様
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

(

4

2

)

(

4

3

)

 

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
お
よ
び
夫
婦
訴
訟
手
続
き
に
関
す
る
一
九
七
六
年
法
に
よ
る
と
、
事
実
婚
配
偶
者
は
、
他
方
の
暴
力
行
為
か
ら
の
保
護

に
つ
い
て
裁
判
所
の
処
分
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
法
律
の
欠
峡
に
よ
り
、
事
実
婚
と
法
律
婚
の
扱
い
が
い
ま
だ
同
等
で

(44) 

は
な
い
と
こ
ろ
も
な
お
存
在
す
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
事
実
婚
配
偶
者
は
上
述
の
よ
う
に
家
族
供
与
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
る
の

(45) 

で
あ
る
が
、
無
遺
言
の
場
合
の
法
定
相
続
に
関
す
る
規
定
に
お
い
て
は
、
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事
実
婚

配
偶
者
に
よ
り
厳
し
い
立
場
を
と
る
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
が
、
杜
会
秩
序
は
形
式
を
伴
う
婚
姻
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

(46) 

観
点
で
あ
る
。

個
別
事
例
の
判
断
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
お
お
よ
そ
事
実
婚
関
係
が
存
在
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
が
認

一
方
が
他
方
の
姓
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
、
両
者
が
電
気
、

ガ
ス
お
よ
び
住
居
の
費
用
を

一
九
七
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(a) 

用
契
約
と
し
て
の
扱
い
お
よ
び
―
―
1
0
日
権
規
定
の
適
用
で
あ
る
。

そ
の
代
わ
り
に
手
紙
で
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
事
実
婚
関
係
が
否
定
さ
れ
る
わ

(48) 

け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
破
局
の
最
終
局
面
に
お
け
る
婚
姻
と
同
視
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
方
の
病
気
に
よ
る
、
死
亡
直
前
の

(49) 

短
い
別
屈
は
、
相
互
の
安
定
し
た
関
係
が
存
在
す
る
の
で
、
請
求
権
を
害
さ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
大
き
な
家
の
中
で
、

が
一
一
階
に
、
他
方
が
一
階
に
居
住
し
、
台
所
等
を
別
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
お
互
い
の
生
活
領
域
が
完
全
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ

(50) 

と
が
で
き
る
が
、
一
般
的
に
は
一
っ
の
家
に
二
つ
の
独
立
し
た
家
庭
を
認
定
す
る
の
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
事
実

婚
配
偶
者
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
事
実
婚
配
偶
者
に
対
す
る
特
別
の
保
護
を
行
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
事
実
婚
配
偶
者
に
関
し
て
、
相
続
法
に
お
け
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
実
婚
配
偶
者
に

請
求
権
を
与
え
る
た
め
に
様
ざ
ま
な
法
的
形
態
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
婚
姻
法
の
類
推
、
組
合
法
の
原
則
に
よ
る
分
割
、
雇

婚
姻
法
の
類
推

民
法
第
二
三
0
三
条
二
項
一
文
、

一
九
三
一
条
の
類
推
す
な
わ
ち
配
偶
者
の
遺
留
分
規
定
の
類
推
は
、
社
会
意
識
に
お
い
て
は
婚
姻
が

(51) 

も
は
や
ド
イ
ツ
民
法
起
草
時
に
お
け
る
よ
う
な
位
置
価
値
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。
学
説
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
杜
会
の

(52) 

基
礎
と
し
て
の
婚
姻
法
秩
序
を
放
棄
し
て
事
実
婚
を
承
認
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
立
場
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
立
場
は
、
国
家
に

(53) 

よ
る
婚
姻
を
無
意
味
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
判
例
に
お
い
て
は
事
実
婚

(54) 

配
偶
者
に
、
配
偶
者
の
遺
留
分
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
事
実
婚
配
偶
者
に
対
し
て
法
的
保
護
を
与
え
る
こ

2

ド
イ
ツ

五

一
方
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

(
b
)
 
組
合
原
則
に
よ
る
分
割

方
法
は
一
般
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

五

(55) 

と
は
、
必
ず
し
も
当
事
者
に
と
っ
て
有
利
な
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
事
実
婚
に
お
い
て
は
当
事
者
が
法
的
拘
束
力
を
持
つ
婚
姻
を
自
ら

(56) 

の
意
思
で
回
避
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
当
事
者
が
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
法
律
効
果
を
受
け
さ
せ
る
と
い
う
矛
盾
を
導
く
。

さ
ら
に
、
基
本
法
六
条
一
項
か
ら
生
じ
る
家
族
の
保
護
規
定
も
、
法
律
上
の
婚
姻
の
み
を
対
象
と
す
る
と
さ
れ
、
婚
姻
法
の
事
実
婚
へ

(57) 

の
類
推
適
用
に
つ
い
て
は
否
定
的
に
解
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
配
偶
者
の
相
続
権
規
定
を
事
実
婚
配
偶
者
に
類
推
適
用
す
る

ド
イ
ツ
民
法
七
三

0
1
七
三
六
条
に
よ
る
組
合
財
産
の
分
割
に
関
す
る
規
定
に
よ
る
解
決
法
は
、
事
実
婚
に
よ
る
共
同
生
活
が
、
感
情

に
よ
る
結
び
つ
き
を
超
え
る
共
同
の
任
務
で
あ
る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
提
言
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
組
合
は
、
組
合
員
の
死
に
よ
っ

て
解
消
し

(
B
G
B
7
2
7
 A
b
s
.
 1
)

、
分
割
さ
れ
る

(
B
G
B
7
3
0
 A
b
s
.
 1
,
 
7
3
2
-
7
3
5
)

。
そ
の
際
、
剰
余
の
分
割
が
行
わ
れ
る
が

(
B
G
B
7
3
4
)

、

(58) 

こ
れ
を
事
実
婚
に
置
き
換
え
る
と
、
両
者
が
得
た
財
産
を
相
続
人
と
事
実
婚
配
偶
者
と
で
分
配
す
る
と
い
う
意
義
を
持
つ
。
こ
の
規
定
よ

り
生
じ
る
請
求
権
は
被
相
続
人
の
意
思
に
反
し
て
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
遣
留
分
権
に
類
似
し
て
い
る
。
確
か
に
事
実

(59) 

婚
配
偶
者
は
七
0
五
条
に
お
け
る
組
合
契
約
の
意
味
で
の
共
同
の
目
的
、
す
な
わ
ち
共
同
の
生
活
、
居
住
、
家
事
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
組
合
準
則
が
お
お
よ
そ
一
方
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
る
事
実
婚
の
解
消
に
適
合
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
学
説
は
否
定
的
で
あ
る
。
す

(60) 

な
わ
ち
、
事
実
婚
は
統
一
体
と
し
て
で
は
な
く
、
個
々
の
人
格
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
内
的
組
合
Innen-Gesellschaft
」
と
し
て
表
れ
、

人
的
関
係
が
前
面
に
出
る
共
同
体
G
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
で
あ
り
、
通
常
は
経
済
的
観
点
に
基
づ
く
法
的
共
同
体
は
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と

個
別
事
例
に
お
い
て
、
事
実
婚
配
偶
者
が
い
か
な
る
法
律
効
果
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
特
定
す
る
の
は
非
常
に
困
難

(62) 

で
あ
る
こ
と
、
ド
イ
ツ
民
法
上
の
組
合
の
構
造
は
、
経
済
的
な
目
的
を
も
つ
共
同
体
を
想
定
し
て
お
り
、
人
的
な
与
え
合
い
に
立
脚
す
る

25-3・4-201 (香法 2006)



(63) 

感
情
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
結
合
に
は
適
合
し
な
い
こ
と
、
事
実
婚
配
偶
者
が
行
う
全
給
付
に
つ
い
て
、
組
合
の
目
的
を
持
つ
の
か
、
各
人

(64) 

の
固
有
の
財
産
処
理
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
評
価
は
、
当
事
者
の
推
定
上
の
意
思
に
対
応
せ
ず
、

(66) 

契
約
締
結
を
証
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
七
一
―
一
条
、
七
一
．
二
条
の
利
益
・
損
失
分
配
お
よ
び
持
分
に
関
す
る
準
則
、
七
二
五
条

の
債
権
者
に
よ
る
告
知
は
事
実
婚
に
は
適
合
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
組
合
準
則
を
事
実
婚
に
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見

解
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

(68) 

判
例
に
お
い
て
組
合
契
約
が
承
認
さ
れ
る
の
は
、
両
者
が
明
示
的
に
こ
れ
を
締
結
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
明
示
的
に
組
合
契
約
を
締

結
し
て
い
な
い
多
く
の
事
例
に
お
い
て
は
、
生
活
共
同
体
の
典
型
的
な
枠
組
み
を
超
え
た
特
別
の
共
同
目
的
を
前
提
と
し
て
い
る
場
合

(69)

（

70) 

に
、
組
合
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
特
別
の
共
同
目
的
の
肯
定
は
擬
制
に
過
ぎ
ず
、
個
別
事
例
に
お
い
て
法
的
保
護
の
欠
鋏

を
補
充
し
て
妥
当
な
解
決
を
導
く
た
め
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
強
引
に
組
合
の
分
割
規
範
を
適
用
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

(
C
)

雇
用
契
約
と
し
て
の
扱
い

被
相
続
人
が
生
活
扶
養
に
携
わ
り
、
生
存
配
偶
者
が
家
事
お
よ
び
子
の
養
育
を
行
う
ま
た
は
被
相
続
人
の
仕
事
に
寄
与
し
た
場
合
に

(72) 

は
、
黙
示
に
締
結
さ
れ
た
雇
用
契
約
に
基
づ
く
、
民
法
六
―
―
一
条
に
よ
る
報
酬
支
払
い
請
求
権
が
問
題
に
な
る
。
判
例
に
お
い
て
は
、
家

庭
で
の
給
付
か
ら
は
、
親
密
な
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
極
め
て
特
別
な
状
況
に
お
い
て
し
か
一
雇
用
契
約
は
生
ぜ
ず
、
報
酬
支
払
請

(73) 

求
権
は
通
常
発
生
し
な
い
と
さ
れ
る
。
例
外
的
に
一
雇
用
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
共
同
生
活
に
お
け
る
、
相
互
の
利

他
的
で
人
間
的
な
扶
助
給
付
と
、
法
的
義
務
お
よ
び
債
務
法
上
の
契
約
と
の
限
界
付
け
は
困
難
で
あ
り
、
指
標
と
さ
れ
る
の
は
、
労
務
給

付
者
が
、
解
約
告
知
な
く
労
務
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
被
保
護
者
が
労
務
給
付
の
対
価
を
度
外
視
し
、
費
用
支
払
い
を

(74) 

認
識
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
四
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

イ
ギ
リ
ス

死
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
者

い
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

(
d
)
三

0
日
権

五
五

一
九
六
九
条
一
項
―
一
文
に
よ
り
こ
の
請
求

民
法
第
一
九
六
九
条
に
よ
る
「
―
―
1
0
日
権
」
が
な
お
問
題
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
被
相
続
人
の
戦
幣
に
属
し
て
い
た
家
族
構
成
員

は
、
相
続
開
始
か
ら
さ
ら
に
一
―
1
0
日
間
被
相
続
人
が
し
て
い
た
の
と
同
様
の
扶
養
お
よ
び
住
居
の
利
用
が
保
障
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
事
実

(75) 

婚
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
被
相
続
人
の
家
族
構
成
員
と
み
な
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
被
相
続
人
と
の
人
的
関
係
お
よ
び
家
族
共
同
体
へ
の
事
実

上
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
人
は
そ
こ
に
帰
属
す
る
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
規
定
の
目
的
は
、
人
的
関
係
か
ら
、
被
相
続
人
が
扶
養

し
て
き
た
者
に
対
す
る
生
じ
う
る
過
酷
さ
を
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
被
相
続
人
は
、

権
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
事
実
婚
配
偶
者
に
遺
留
分
に
類
似
し
た
保
護
を
与
え
る
こ
と
は
同
条
に
お

以
上
の
よ
う
に
、
事
実
婚
配
偶
者
に
は
、
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
の
み
請
求
権
が
婦
属
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
遺
言
等
に
よ
る
死
囚
処

(76) 

分
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
「
典
型
的
な
危
険
」
が
事
実
婚
に
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

被
相
続
人
が
死
亡
す
る
前
に
彼
に
直
接
扶
養
さ
れ
て
き
た
者
は
、
上
述
の
権
利
者
の
集
団
に
分
類
さ
れ
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
被
相
続

人
と
の
関
係
で
相
続
法
上
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
一
九
七
五
年
相
続
（
家
族
お
よ
び
被
扶
養
者
に
対
す
る
供
与
）
法
第
一
条
一

(77) 

項
い
に
よ
る
と
、
死
者
に
生
前
扶
養
さ
れ
て
い
た
者
は
、
家
族
供
与
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
の
背
景
に
は
、
被
相
続

(78) 

人
に
頓
っ
て
い
た
者
を
保
護
す
べ
き
と
い
う
目
的
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
規
定
に
い
う
扶
養
さ
れ
て
い
た
者
と
認
定
す
る
た
め
に
は
、

(79) 

被
相
続
人
の
生
存
時
に
扶
養
請
求
権
が
発
生
し
て
い
た
か
否
か
に
は
左
右
さ
れ
な
い
。
同
規
定
に
よ
り
、
被
相
続
人
が
生
存
時
に
誰
か
を
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(80) 

扶
養
し
て
い
た
と
い
う
事
実
の
認
定
だ
け
で
、
死
後
に
も
扶
養
を
行
う
義
務
の
発
生
と
い
う
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、

(81) 

被
相
続
人
が
被
扶
養
者
を
依
存
的
地
位
に
置
い
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
不
当
な
事
態
が
救
済
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
請
求
権
は
、
被
相
続

人
が
扶
養
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
扶
養
者
の
生
活
に
対
す
る
責
任
を
引
き
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場

(82) 

合
に
は
、
消
滅
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
被
扶
養
者
は
、
被
相
続
人
の
死
後
に
も
継
続
す
る
扶
養
を
期
待
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

(83) 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
評
価
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
る
。

こ
の
規
律
の
公
布
時
に
は
、
立
法
者
は
、
と
り
わ
け
婚
姻
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ず
に
共
同
生
活
を
送
る
事
実
婚
配
偶
者
の
保
護
を
念

頭
に
お
い
て
い
た
が
、
他
方
で
は
、
家
政
婦
そ
の
他
の
使
用
人
を
排
除
す
る
た
め
に
、
反
対
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
要
件
と
す
る

旨
の
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
か
。
し
た
が
っ
て
こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
に
対
し
て
個
人
的
な
給
付
の
あ
っ
た
事
実
婚
配
偶
者

が
考
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
危
険
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
者
を
救
う
た
め
に
、
被
相
続
人
の
扶
養
よ
り
も
反
対
給
付
が
少
な
か
っ

(85) 

た
こ
と
の
証
明
な
ど
の
、
困
難
な
方
策
が
追
及
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
上
述
の
よ
う
に
事
実
婚
配
偶
者
の
家
族
供
与
は
規
定
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
事
実
婚
配
偶
者
に
つ
い
て
は
同
条
の
枠
内
で
は
も
は
や
検
討
さ
れ
な
い
。

同
条
は
非
常
に
包
括
的
な
規
定
で
あ
る
た
め
に
、
判
例
は
「
被
扶
養
者
」
の
文
言
を
限
定
的
か
つ
排
他
的
に
定
義
す
べ
き
で
あ
り
、
同

(86) 

条
に
含
ま
れ
な
い
状
況
を
「
被
扶
養
者
」
と
認
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
「
被
扶
養
者
」
と
い

う
文
言
自
体
が
そ
も
そ
も
包
括
的
な
意
味
合
い
を
内
位
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
判
例
も
そ
れ
ほ
ど
限
定
的
か
つ
排
他
的
に
解

釈
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
「
扶
養
」
は
純
粋
な
金
銭
支
払
い
と
並
ん
で
、
住
居
、
株
式
、
車
の
よ
う
な
重
大
な
贈
与
か
ら
も
生
じ
る
の
で

(87)

（

88)

（

89) 

あ
り
費
用
の
か
か
ら
な
い
住
居
の
提
供
で
も
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
但
し
同
条
の
扶
養
と
は
一
定
の
継
続
性
を
前
提
と
し
て
い
る
。

五
六
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

滅
す
る
の
で

五
七

被
相
続
人
か
ら
以
前
扶
養
を
受
け
て
い
た
者
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
法
に
お
い
て
は
明
文
の
規
定
が
な
い
。
そ
こ
で
親
族
の

(
B
G
B
 1
6
0
1
)

、
そ
も
そ
も
扶
養
義
務
は
義
務
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
消

(
B
G
B
 1
6
1
5
 A
b
s
.
 1
)

、
特
別
に
締
結
さ
れ
た
黙
示
の
扶
養
契
約
の
存
否
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
判
例
は
一
般
的
な

基
準
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
個
別
事
例
の
検
討
に
よ
り
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
し
か
扶
養
契
約
を
認
め
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
生

物
学
上
の
父
と
母
が
子
の
出
生
時
に
は
婚
姻
関
係
に
な
く
、
し
た
が
っ
て
法
律
上
は
母
親
の
前
婚
に
よ
る
子
で
あ
る
者
の
扶
養
を
共
同
で

行
っ
て
お
り
、
し
か
も
父
が
、
子
の
付
親
と
別
居
す
る
こ
と
が
な
い
場
合
に
は
子
の
扶
養
を
負
担
す
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
旨
表
明
し
て

(90) 

い
た
場
合
に
、
生
物
学
上
は
父
で
あ
る
が
法
律
上
の
父
で
は
な
い
者
の
扶
養
義
務
を
肯
定
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
別
居
中
の
夫
婦
の
間

に
、
離
婚
成
立
ま
で
扶
養
料
を
支
払
う
旨
の
合
意
が
あ
り
、
離
婚
後
も
支
払
い
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
、
拘
束
力
の
あ

る
義
務
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
扶
養
契
約
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
請
求
権
か

ら
、
契
約
を
締
結
し
た
当
事
者
の
死
後
に
ま
で
拡
張
す
る
、
遺
留
分
類
似
の
請
求
権
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
否
定

的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
論
拠
の
一
っ
と
し
て
、
認
知
さ
れ
て
い
な
い
生
物
学
上
の
子
の
扶
養
義
務
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
法
律
上
の
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
ー
扶
養
義
務
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
ー
以
上
の
保
護
を
与
え
る
結
果
に
な
り
不
当
で
あ
る

(92) 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
死
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
た
者
の
、
死
者
の
法
律
上
の
家
族
構
成
員
で
は
な
い
場
合
に
お
け
る
、
遺

留
分
類
似
の
請
求
権
の
問
題
の
背
景
に
は
、
遺
留
分
制
度
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
も
否

定
的
に
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
留
分
権
の
根
拠
を
、
裏
切
ら
れ
た
相
続
へ
の
期
待

(die
enttauschte 
E
r
b
e
r
w
a
r
t
u
n
g
)

に
求
め

(93)

（

94) 

る
の
で
あ
れ
ば
、
法
律
上
の
家
族
構
成
員
で
な
い
者
に
は
、
裏
切
ら
れ
う
る
相
続
へ
の
期
待
と
い
う
も
の
が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
。
ま

た
、
遣
留
分
権
を
、
家
族
的
な
連
帯
の
法
的
お
よ
び
経
済
的
表
現

(wirtschaftlicher
u
n
d
 rechtlicher A
u
s
d
r
u
c
k
 d
e
r
 F
a
m
i
l
i
e
n
b
a
n
d
e
)
 

扶
養
義
務
規
定
が
受
け
皿
と
な
り
う
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が

2

ド
イ
ツ
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で
あ
る
と
捉
え
る
立
場
も
あ
る
が
そ
の
よ
う
な
連
帯
は
、
単
な
る
扶
養
の
合
意
で
は
生
じ
な
い
の
で
、
被
扶
養
者
が
家
族
構
成
員
で
は

な
い
限
り
遺
留
分
権
を
持
ち
だ
す
の
は
間
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
被
相
続
人
か
ら
以
前
扶
養
を
受
け
て
い
た
者
に
遣
留

分
類
似
の
請
求
権
を
与
え
る
こ
と
は
、
明
示
の
規
定
が
あ
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
場
合
と
比
べ
て
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

↓
―
 

婚
外
子
、
連
れ
子
、
離
婚
配
偶
者
、
事
実
婚
配
偶
者
、
そ
の
他
被
相
続
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
者
が
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
相

続
制
度
上
、
家
族
供
与
あ
る
い
は
遺
留
分
の
請
求
権
者
と
し
て
登
場
す
る
異
な
る
枠
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
も
っ
と
も
婚
外
子
は
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
五
年
相
続
法
二
五
条
一
項
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
で
は
一
九
九
七
年
相
続
権
平
等
化
法
に
よ
り
請
求
権
者
と
な
る
の

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
両
法
制
度
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
の
点
で
は
規
定
お
よ
び
解
釈

論
に
お
い
て
相
当
に
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
第
．
に
、
連
れ
子
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
請
求
権
者
で
あ
る
旨
の
明
示
の

規
定
が
あ
り
、
判
例
に
お
い
て
も
、
連
れ
子
は
未
成
年
者
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
被
相
続
人
と
実
際
に
同
居
し
た
こ
と
も
扶
養
を
受
け
た

こ
と
も
要
件
で
は
な
く
、
そ
の
上
血
縁
上
の
親
と
被
相
続
人
の
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
て
い
て
も
連
れ
子
と
し
て
保
障
さ
れ
る
と
い
う
判
断

が
示
さ
れ
て
お
り
、
拡
張
的
な
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
基
準
は
同
居
・
年
齢
と
い
っ
た
あ
る
程
度
客
観
的
に
特
定
さ

れ
る
要
素
で
は
な
く
、
個
別
の
「
親
子
関
係
」
と
い
う
曖
昧
な
定
義
に
依
拠
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
連
れ
子
を
相
続
法
上

保
護
す
る
旨
の
明
文
の
規
定
が
な
く
、
原
則
と
し
て
養
子
縁
組
を
行
わ
な
い
限
り
、
遣
留
分
権
利
者
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
も
っ
と
も
、

被
相
続
人
が
配
偶
者
の
連
れ
子
と
の
間
に
黙
示
の
扶
養
契
約
を
締
結
し
て
い
た
か
否
か
は
一
応
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
判
例
お
よ
び
学

説
は
黙
示
の
扶
養
契
約
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
権
利
の
外
延
を
不
明
確
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
。
第
一
―
一
に
、
離
婚
配
偶
者

に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
再
婚
し
な
い
限
り
家
族
供
与
の
請
求
権
者
と
し
て
保
障
さ
れ
る
旨
の
規
定
が
あ
る
が
、
こ
の
規
定
の

第
四
節

括

五
八
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

五
九

適
用
領
域
に
お
い
て
は
、
近
年
の
離
婚
に
お
け
る
扶
蓑
の
捉
え
方
の
変
容
に
連
動
し
て
、
判
例
の
動
向
も
制
限
的
な
方
向
へ
と
変
容
し
つ

つ
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
離
婚
配
偶
者
に
遣
留
分
を
保
障
す
べ
き
旨
の
規
定
が
な
く
、
扶
養
法
の
枠
内
で
限
ら
れ
た
保
護
が
図
ら

れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
四
に
、
事
実
婚
配
偶
者
に
つ
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
請
求
権
者
と
し
て
定
め
ら
れ
お
り
、
さ
ら
に
事
実
婚
の

認
定
に
際
し
て
、
判
例
に
お
い
て
は
、
関
係
が
破
局
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
は
、
破
局
の
最
終
局
面
に
お
け
る
婚
姻
関
係
と
同

視
さ
れ
る
の
で
事
実
婚
関
係
は
否
定
さ
れ
な
い
と
い
う
判
断
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
緩
や
か
な
基
準
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
ド
イ
ツ
法
で
は
事
実
婚
配
偶
者
を
遺
留
分
権
利
者
と
し
て
保
護
す
べ
き
旨
の
規
定
は
な
い
。
そ
こ
で
、
判
例
お
よ
び
学
説
に
お
い
て
、

事
実
婚
配
偶
者
に
請
求
権
を
付
与
す
る
た
め
の
様
々
な
法
的
形
態
の
創
出
、
す
な
わ
ち
婚
姻
法
の
類
推
、
組
合
契
約
の
原
則
に
よ
る
分
割
、

雇
用
契
約
と
し
て
の
扱
い
等
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
も
、
婚
姻
制
度
上
の
難
点
や
人
格
的

な
個
人
と
個
人
の
関
係
を
要
素
と
す
る
事
実
婚
関
係
を
経
済
的
観
点
に
基
づ
く
財
産
法
規
定
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
不
自
然
さ
な
ど
か

ら
、
判
例
に
お
い
て
は
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
事
実
婚
配
偶
者
に
請
求
権
が
付
与
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
最
後
に
、
上
述
の
者
以
外
で

も
被
相
続
人
か
ら
以
前
扶
養
を
受
け
て
い
た
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
請
求
権
者
と
し
て
保
護
さ
れ
る
旨
の
明
文
の
規
定
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
明
文
で
列
挙
さ
れ
た
人
格
集
団
に
帰
属
し
な
い
者
で
も
被
相
続
人
と
の
関
係
で
相
続
法
上
の
保
護
に
値
す
る
者
が
広

く
保
護
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
非
常
に
包
括
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
相
続
法
上
の
保
護
に
値
し
な
い
者
、
例
え
ば
家
事
使
用
人

な
ど
を
排
除
す
る
た
め
の
、
立
法
論
お
よ
び
、
解
釈
論
上
の
苦
慮
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
規
定
が
な
く
、

黙
示
の
扶
養
契
約
も
認
め
ら
れ
に
く
い
。
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
家
族
供
与
の
請
求
権
者
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
依
拠
す
る
規
定
自
体
、

幅
の
あ
る
、
不
確
定
的
な
要
素
を
内
包
し
て
お
り
、
判
例
が
基
準
と
し
て
出
す
指
標
も
不
確
定
的
要
素
を
払
拭
で
き
ず
、
事
態
適
合
的
に

判
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
家
族
供
与
請
求
権
者
の
範
囲
の
外
枠
は
曖
味
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ

法
に
お
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
範
囲
は
規
定
上
明
確
で
あ
り
、
解
釈
論
上
、
具
休
的
妥
当
性
に
配
慮
す
る
方
策
が
探
ら
れ
て
い
る
も
の
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(
5
)
 

(
4
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
1
)
 

の、

る
判
例
に
お
い
て
は
固
定
的
な
遺
留
分
権
利
者
の
範
囲
の
枠
組
み
を
崩
す
こ
と
に
対
し
て
は
否
定
的
な
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(Provision for F
a
m
i
l
y
)
 
A
c
t
 1
9
3
8
に
規
定
さ
れ
て
い

1
9
7
5
 s. 
25(1)

「
子
」
は
、
婚
外
子
目
illegitimate
child
お
よ
び
死
者
の
死
亡
時
に
胎

Inheritance 
(
P
r
o
v
1
s
1
0
n
 for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
 
A
c
t
 

児
で
あ
っ
た
子
a
child e
n
 v
e
n
t
r
e
 sa m
e
r
e
 at the d
e
a
t
h
 o
f
 the d
e
c
e
a
s
e
d
を
含
む
。

D
a
v
i
d
 H
u
g
h
e
s
 Parry/S. B
.
 Clark, 
T
h
e
 L
a
w
 o
f
 S
u
c
c
e
s
s
i
o
n
,
 
2
0
0
2
,
 
p. 
1
8
 

R. d. O
u
g
h
t
o
n
/
E
.
 L. G
.
 Tyler, 
Tyler's 
F
a
m
i
l
y
 
Provision, 
3. 
Aufl. O
x
o
n
,
 
1
9
9
7
 
(
以
下
Tyler's

F
a
m
i
l
y
 
P
r
o
v
i
s
i
o
n
と
芸
二
記
す
る
）
，

p.
7
4
 

Inheritance 
(
P
r
o
v
i
s
i
o
n
 for F
a
m
i
l
y
)
 
A
c
t
 1
9
3
8
で
は
、
暉
四
所
に
お
い
て
紙
祖
外
ハ
平
J

よ
h
ノ
紙
祖
内
子
に
対
し
て
優
位
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

Tyler's F
a
m
i
l
y
 Provision, 
p. 7
4
 
F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
f
o
r
m
 A
c
t
 1
9
6
9
に
よ
り
、

Inheritance

「
子
」
を
婚
外
子
に
ま
で
拡
張
し
た
。

F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
f
o
r
m
 A
c
t
 1
9
8
7
 s. 
18(1) |
（
佃
~
遺
言
の
遺
産
分
割
に
関
す
る
）
一
九
―
一
五
年
遺
産
管
理
法
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n

o
f
 Estates 
A
c
t
 1
9
2
5
第

四
章
に
お
け
る
二
当
事
者
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
第
一
条
と
同
様
に
解
釈
す
る
。
S
.
1
(
1
)
 |
（
…
）
二
当
事
者
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
は
、

反
対
の
意
思
が
な
い
限
り
、
（
…
）
父
お
よ
び
母
が
婚
姻
し
た
か
否
か
、
ま
た
は
婚
姻
し
て
い
た
か
否
か
に
よ
ら
ず
解
釈
す
る
。

(
6
)
 
D
a
s
 
K
i
n
d
 
v
o
n
 Eltern, 
die 
nicht 
m
i
t
e
i
n
a
n
d
e
r
 
verheiratet 
s
i
n
d
/
D
a
s
 
K
i
n
d
 
v
o
n
 nichtverheirateten 
E
l
t
e
r
n
/
a
u
B
e
r
h
a
l
b
 
einer 
E
h
e
 d
e
r
 
Eltern 

g
e
b
o
r
e
n
e
 K
i
n
d
e
r
 
(
法
律
上
の
手
続
を
踏
ん
で
い
な
い
夫
婦
の
）
子
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が

(
M且
o
n
Trulsen, 
Pflichtteilsrecht u
n
d
 e
n
g
l
i
s
c
h
e
 f
a
m
i
l
y
 

p
r
o
v
i
s
i
o
n
 i
m
 V
e
r
g
l
e
i
c
h
,
 
2
0
0
4
,
 
S. 
58. `
 
D
i
e
t
e
r
 L
e
i
p
o
l
d
,
 
Erbrecht, 
G
r
u
n
d
z
i
i
g
e
 m
i
t
 F
a
l
l
e
n
 u
n
d
 K
o
n
t
r
o
l
l
f
r
a
g
e
n
 2
0
0
4
,
 
S. 3
1
)

こ
h
t
i組
出
杭
棒
主
半
砂
寺

化
法
に
よ
り
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
概
念
区
別
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
。
以
前
に
は
私
牛
児
D
a
s
u
n
e
h
e
l
i
c
h
e
s
 K
i
n
d
と
い
う
や
や
差
別
的
と
さ
れ

る
専
門
用
語
が
nichteheliches
K
i
n
d
非
嫡
出
子
と
い
う
語
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る

(Leipold,
Erbrecht, 
a. 
a. 
0., 
S. 3
1
)
。

(
7
)
 
H
e
i
n
r
i
c
h
 L
a
n
g
e
/
K
u
r
t
 K
u
c
h
i
n
k
e
,
 
Erbrecht, 
2
0
0
1
,
 
s. 
4
4
 f・; 
L
e
i
p
o
l
d
,
 
Erbrecht, 
a.a.O., 
S
.
3
1
 f. 

非
認
咽
出
子
と
父
の
間
に
法
律
上
の
血
族
関
係
が

認
め
ら
れ
、
父
お
よ
び
父
方
血
族
に
対
す
る
相
続
権
が
非
嫡
出
子
に
も
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
九
年
の
非
嫡
出
子
法

N
i
c
h
t
e
h
e
l
i
c
h
e
n
g
e
s
e
t
z
に
よ
っ
て
で
あ
る

(Leipold,
Erbrecht, 
a. 
a. 
0
.
 ｀
 
S. 3
1
)
。

(
8
)
 
R
e
g
l
i
n
d
i
s
 B
o
h
m
,
 D
i
e
 N
e
u
r
e
g
e
l
u
n
g
 d
e
s
 E
r
b
r
e
c
h
t
s
 nichtehelicher K
i
n
d
e
r
,
 
Z
>
 
1/ 
1
9
9
8
,
 
S. 
1
0
4
3
 

(
9
)
 
Inheritance 
(
P
r
o
v
i
s
i
o
n
 for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5
 s. 
1
 (l)(d)
に
お
い
て
は
「
（
死
女
口
の
子
で
は
な
い
が
）
、
死
者
が
婚
姻
あ
る
い
は
市

民
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
civil

partnership
を
生
じ
さ
せ
、
死
者
に
よ
り
、
当
該
婚
姻
あ
る
い
は
civil

partnership
と
の
関
係
で
家
族
の
子
と
し
て
扱
わ
れ

六
〇
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相続法における権利の弾力性について(1)(青竹）

(25) 

(19) 

(20) 

(21) 

(22) 

(23) 

(24) 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) を
築
い
て
お
り
、

た
者
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

R
e
 C
a
l
l
a
g
h
a
n
 

R
e
 L
e
a
c
h
 

(
1
9
8
4
)
 

(
1
9
8
5
)
 

3
 A
l
l
 
E. 
R. 7
9
0
 

p
臼
r
y

&
 Cl
a
r
k
,
 
t
h
e
 L
a
w
 o
f
 s
u
c
c
e
s
s
i
o
n
 ,
 2
0
0
2
,
 
p
.
1
8
3
 

R
e
 L
e
a
c
h
 
(
1
9
8
5
)
 
A
l
l
 E
n
g
l
a
n
d
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
,
 
2
 
(
以
下
A
l
l
E
.
 R
.
 と
表
記
す
る
）
，

7
5
4

`
 
7
6
0
 

R
e
 L
e
a
c
h
 
(
1
9
8
5
)
 
2
 A
l
l
 E
.
 R
.
 7
5
4
,
 
7
6
0
 

R
e
 L
e
a
c
h
 
(
1
9
8
5
)
 
2
 A
l
l
 
E. 
R. 7
5
4
,
 
7
6
0
-
7
6
1
 

R
e
 C
a
l
l
a
g
h
a
n
 
(
1
9
8
4
)
 
3
 A
l
l
 E
.
 
R. 7
9
0
,
 
7
9
3ー

7
9
4

P
a
r
r
y
 
&
 Cl
a
r
k
,
 
t
h
e
 L
a
w
 o
f
 s
u
c
c
e
s
s
i
o
n
,
 
2
0
0
2
,
 
p. 
1
8
3
 ;
 R
e
 C
a
l
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。
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9

不
倫
関
係
の
共
同
生
活
を
送
り
、
共
同
の
家
財
道
具
を
購
入
す
る
と
い
う
二
当
事
者
間
に
お
け
る
組
合
契

約
上
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
の
良
俗
違
反
が
間
題
と
な
っ
た
。
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L
G
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a
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m
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 31. 10. 1
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7
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,
 
Z
 J
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8
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1
5
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原
告
が
、
十
七
年
以
上
パ
ー
ト
ナ
ー
（
女
性
）
と
彼
女
の
飲
食
店
（
旅
館
）
で
共
同
で
働
き
、
三

人
の
子
を
も
う
け
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
彼
女
の
名
で
バ
ン
ガ
ロ
ー
式
住
居
、
二
戸
建
て
住
宅
お
よ
び
ホ
テ
ル
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
事
例
に
お

い
て
黙
不
の
組
合
契
約
の
締
結
が
肯
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
黙
示
の
契
約
は
、
以
下
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
行
為
が
、

生
計
の
維
持
を
超
え
て
、
相
当
の
財
産
的
価
値
の
創
出
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(s.
1
5
3
0
)
。
ま
た
、

B
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H
1. 
4. 
1
9
6
5
,
 
F
a
m
R
Z
 1
9
6
5
,
 
3
6
8
 f. 

は
、
事
実
婚
に
お
け
る
一
方
パ
ー
ト
ナ
ー
（
被
相
続
人
）
の
死
亡
に
際
し
、
原
告
が
、
自
身
の
出
費
に
よ
っ
て
他
方
の
名
で
士
地
を
購
入
し
、
家
を
建

て
た
場
合
に
、
共
同
の
労
働
に
よ
り
家
を
建
て
る
日
的
を
持
つ
内
的
組
合
を
承
認
し
た
。
本
件
に
お
い
て
は
、
原
告
自
身
が
労
働
し
て
お
り
、
ま
た
被

相
続
人
は
繰
り
返
し
土
地
と
家
は
二
人
の
共
有
で
あ
る
と
表
明
し
て
い
た
。

O
L
G
D
u
s
s
e
l
d
o
r
f
,
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9
7
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,
 
F
a
m
R
Z
 
1
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8
,
 
1
0
9
に
お
い
て
は
、
事
実

婚
関
係
の
解
消
に
際
し
、
被
告
は
彼
の
名
義
で
車
を
購
入
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
原
告
（
女
性
）
が
彼
女
の
祖
母
か
ら
消
費
貸
借
に
よ
り
得
た
利
益
で

購
入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
場
合
に
も
車
の
購
入
と
い
う
共
同
の
目
的
を
持
つ
内
的
組
合
が
認
定
さ
れ
た
。
両
当
事
者
は
、
当
該
車
を
個
人
の
利
益
の
た

め
に
も
、
共
同
の
利
益
の
た
め
に
も
利
用
し
て
い
た
。

(70) 

(71) 

(65) 

(66) 

(67) 
M
a
n
f
r
e
d
 Lieb, 
E
m
p
f
i
e
h
l
t
 es sich, 
die rechtlichen F
r
a
g
e
n
 d
e
r
 n
i
c
h
t
e
h
e
l
i
c
h
e
n
 L
e
b
e
n
s
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
 gesetzlich z
u
 r
e
g
e
l
n
 ?
,
 

G
u
t
a
c
h
t
e
n
 ftir 
d
e
n
 

57• 

D
e
u
t
s
c
h
e
n
 Juristentag, 
B
a
n
d
 I
 
Teil 
A. 70, 
1
9
8
8
 

B
G
B
六
―
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一
条
に
よ
る
と
雇
用
契
約
に
お
い
て
報
酬
は
黙
示
で
合
意
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
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屯
有
で
は
、
紙
芯
姻

類
似
の
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
た
女
性
は
、
共
同
生
活
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
家
事
に
対
し
て
、
男
性
へ
の
財
産
的
請
求
権
を
通
常
持
た
な
い
と
判
示

さ
れ
た
。
後
者
で
は
、
臨
床
検
査
技
師
が
、
愛
人
の
臨
床
実
務
に
お
け
る
共
同
労
働
に
対
し
て
月
額
一
二
九
0
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
支
払
い
を
受
け
る
報
酬

支
払
契
約
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
六
―
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一
条
の
一
雇
用
契
約
は
適
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
。
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Jelley 
v.Iliffe 
(
1
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1
)
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(
以
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w.L. 
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略
記
す
る
）
、

8
0
1
,

8
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6
 ;
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1
9
8
1
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 2
 
All 
E. 
R. 2
9
,
 
3
6

原
告
は
、
亡
き
妻

の
兄
の
未
亡
人
が
所
有
す
る
家
に
同
居
し
て
お
り
、
庭
仕
事
や
家
の
雑
務
を
行
い
、
未
亡
人
は
料
理
と
掃
除
を
担
当
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
未
亡
人
が

財
産
を
全
て
―
―
一
人
の
子
に
遺
贈
し
、
原
告
に
は
何
の
遺
贈
も
な
か
っ
た
の
で
、
原
告
が
家
族
供
与
を
請
求
し
た
。
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R
e
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e
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8
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 3091~ 

退
言
者
が
説
得
を
受
け
て
仕
方
な
く
七
一
歳
の
姉
に
対
し
て
週
に
五
ド
ル
の
支
給
を
六
か
月

間
行
っ
て
き
た
場
合
に
つ
い
て
、
同
規
定
に
い
う
死
者
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
て
い
た
場
合
に
該
る
と
認
定
し
た
。
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-fi)
っ
と
も
、
単
十
な
る
生
存
時
に
お
け
る
相
互
の

扶
養
に
よ
り
、
一
方
の
死
後
に
ま
で
継
続
す
る
扶
養
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
く
、
立
法
者
も
そ
の
よ
う
な
広
範
囲
な
義
務
を
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
と
の
批
判
は
正
当
で
あ
る
と
い
う
。
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1
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 All E. R. 2
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6
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 239~~ 

の
車
ナ
例
に
お
い
て
、
原
告
と
被
相
続
人
に

は
そ
れ
ぞ
れ
他
に
配
偶
者
が
存
在
し
た
が
、
同
居
し
て
い
た
。
当
初
は
賃
貸
住
宅
に
住
み
、
互
い
の
社
会
保
障
、
農
場
経
営
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
臨
時

収
入
な
ど
に
よ
る
収
入
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
被
相
続
人
の
叔
父
の
遺
産
で
家
を
買
い
、
そ
こ
で
同
居
を
続
け
た
。
原
告
は
、
被
相
続
人
が
病
気

の
時
に
手
厚
い
看
病
を
行
っ
た
。
被
相
続
人
は
、
息
＋
と
娘
に
遺
贈
し
た
が
、
原
告
に
は
何
の
財
産
も
与
え
な
か
っ
た
の
で
、
彼
女
は
被
扶
養
者
と
し

て
家
族
供
与
を
請
求
し
た
。
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で
は
三
0
年
ふ
以
上
同
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し
た
男
女
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互
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に
独
立
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た
収
入
を
持
ち
、
一
方
が
他
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養
に

対
す
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任
を
負
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と
い
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な
か
っ
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。
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重
大
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寄
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し
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い
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87 86 
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る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
が
十
分
な
価
値
を
も
つ
反
対
給
付
と
引
き
換
え
で
は
な
い
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v.Iliffe 
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E. R
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6
 f., 
3
8

家
車
ず
を
手
J

仁
i

っ
て
い
る
が
、
経
済
的
に
独
立
し
、
年
金
に
よ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

か
、
そ
れ
と
も
生
存
中
の
扶
養
に
つ
い
て
死
者
に
依
存
し
て
い
た
者
か
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
本
件
で
は
原
告
は
、
死
者
が
彼
に
与
え
た
の
と
同
価
値

の
給
付
を
死
者
に
行
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
原
告
が
死
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
と
は
認
定
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
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 ff. 
被
相
続
人
は
妻
と
別
居
し
て
、
他
の
女
性
と
同
居
し
て
い
た
が
、
ま
た
別
の
女
性
（
原

告
）
に
車
、
株
式
、
家
を
与
え
、
海
外
旅
行
に
付
き
添
わ
せ
た
。
し
か
し
、
被
相
続
人
は
遺
言
に
お
い
て
は
彼
女
に
何
の
財
産
も
遺
さ
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
原
告
は
、
被
相
続
人
の
被
扶
養
者
で
あ
る
と
し
て
家
族
供
与
を
請
求
し
た
。
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姑
笙
口
は
蔀
四
婚
の
解
消
前
に
息
子

P
を
生
ん
だ
が
、

P
の
生
物
学
上
の
父
は
原
告
で
あ
っ
た
。
両
当

事
者
は
そ
の
後
婚
姻
す
る
に
至
り

P
と
同
居
し
、
扶
養
を
共
同
で
行
っ
た
。
し
か
し

P
は
法
律
上
は
被
告
と
前
婚
の
夫
と
の
婚
内
子
で
あ
り
、
嫡
出
否

認
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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さ
れ
て
い
る
。

六
七 ）
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h
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r
 full 
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l
u
a
b
l
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n
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s
i
d
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r
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t
1
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こ
と
が
要
件
と

25-3・4-215 (香法 2006)




